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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月10日(2015.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モータ出力要求に基づいて、直流電圧を交流電圧に変換するためのＰＷＭパルスを生成
するＰＷＭパルス生成部と、
　前記ＰＷＭパルス生成部で生成されたＰＷＭパルスにより直流電圧を交流電圧に変換し
てモータを駆動するインバータ回路とを備え、
　前記ＰＷＭパルス生成部は、出力電圧のゼロクロス点を中心に直線近似した角度区間に
おいて複数のＰＷＭパルスのオンパルスの中心時間間隔、およびオフパルスの中心時間間
隔のいずれか一方を前記モータ出力要求に基づいて変化させてＰＷＭパルスを生成するイ
ンバータ装置。
【請求項２】
　モータ出力要求に基づいて、直流電圧を交流電圧に変換するためのＰＷＭパルスを生成
するＰＷＭパルス生成部と、
　前記ＰＷＭパルス生成部で生成されたＰＷＭパルスにより直流電圧を交流電圧に変換し
てモータを駆動するインバータ回路とを備え、
　前記ＰＷＭパルス生成部は、出力電圧のゼロクロス点を中心に直線近似した角度区間に
おいて、複数のＰＷＭパルスのオンパルスの中心時間間隔とオフパルスの中心時間間隔が
前記モータ出力要求に基づいて異なるようにＰＷＭパルスを生成するインバータ装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のインバータ装置において、
　前記角度区間は、前記出力電圧の前記ゼロクロス点を基準として少なくとも電気角で±
３０度の範囲を含む区間であるインバータ装置。
【請求項４】
　請求項１または２に記載のインバータ装置において、
　前記ＰＷＭパルス生成部は、前記モータ出力要求に応じて前記モータが所定トルクと所
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定回転速度で駆動されるように前記ＰＷＭパルスを生成するインバータ装置。
【請求項５】
　請求項１または２に記載のインバータ装置において、
　前記ＰＷＭパルス生成部は、前記出力電圧の前記ゼロクロス点を基準として少なくとも
電気角で±３０度の範囲を含む区間での変調波の傾きを演算し、前記演算された傾きによ
り前記ＰＷＭパルスを生成するインバータ装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のインバータ装置において、
　前記ＰＷＭパルス生成部は、前記変調波の傾きと前記ＰＷＭパルスを対応付けたテーブ
ルを有し、前記変調波の傾きにより前記テーブルを参照して前記ＰＷＭパルスを生成する
インバータ装置。
【請求項７】
　請求項１または２に記載のインバータ装置において、
　前記ＰＷＭパルス生成部は、前記出力電圧のゼロクロス点を中心に直線近似した角度区
間において、複数のＰＷＭパルスのオンパルスとオフパルスの面積を積分した値が等しく
なるように前記ＰＷＭパルスを演算するインバータ装置。
【請求項８】
　モータ出力要求に基づいて、直流電圧を交流電圧に変換するためのＰＷＭパルスを生成
するＰＷＭパルス生成部と、
　前記ＰＷＭパルス生成部で生成されたＰＷＭパルスにより直流電圧を交流電圧に変換し
てモータを駆動するインバータ回路と、
　前記直流電圧を昇圧するＤＣ／ＤＣコンバータとを備え、
　前記ＰＷＭパルス生成部は、出力電圧のゼロクロス点を中心に直線近似した角度区間に
おいて複数のＰＷＭパルスのオンパルスの中心時間間隔、およびオフパルスの中心時間間
隔のいずれか一方を前記ＤＣ／ＤＣコンバータの出力電圧に基づいて変化させてＰＷＭパ
ルスを生成する電動車両。
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